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1.ツーバイフォー住宅着⼯⼾数推移
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■オープン化
1974年 枠組壁⼯法技術基準告⽰制定

建設省告⽰第1019号
制定 1974年7⽉27⽇
施⾏ 1974年8⽉7⽇

■住宅⾦融公庫⼯事仕様書
※現 住宅⾦融⽀援機構

住宅⾦融公庫「枠組壁⼯法住宅⼯事共通仕書
は1974年に枠組壁⼯法が制定・オープン化され
ると同時に、枠組壁⼯法技術基準告⽰のより具
体的細⽬を⽰すという事を⽬的として作成され、
枠組壁⼯法の正しい理解と普及に⼤きな役割を
果たしてきました。

告⽰は、枠組壁⼯法の構造耐⼒上必要な技術
基準を定めたものですが、細部の納まり等詳細
までは⽰されていません。仕様書では、設計施
⼯の参考となる詳細はもとより、告⽰のただし
書きに対応した解説なども記載されていること
から、告⽰を補う性格を持っているもので教科
書的役割を担ってきました。

「従来より、建設省といたしましては、住宅⽣
産の合理化・近代化を図るため各種の施策を積極
的に推進してきました。枠組壁⼯法につきまして
も、わが国における住宅建設の過半を占める低層
⼾建住宅の分野において、その⽣産の合理化・近
代化を図るための有⼒な⼀⼿法として、わが国へ
導⼊することとし、昭和49年7⽉27⽇建設省告⽰
第1019号により、その技術基準を定め、中⼩及
び零細規模の住宅建築業者でも広く活⽤できるよ
うにしました。」

建設省住宅局住宅⽣産課⻑
※当時の告⽰解説書の監修のことばより

オープン化の意義
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ツーバイフォー住宅着⼯⼾数と推移
ツーバイフォー住宅は着実に着⼯⼾数を増加させている。

速報
2016年（1~12⽉）

123千⼾
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出所）実績値は国土交通省「建築着工統計」より。予測値はNRI。

※野村総合研究所HPより

新設住宅着⼯⼾数は、2020年度には約79万⼾、2025年度には約67万⼾、2030年度
には約54万⼾となる予測があります。

5

新設住宅着⼯⼾数の実績と予測

6

※林野庁提供

建築着⼯の概要

２ｘ４工法は？



2.ツーバイフォー⼯法による施設系建築が増加

8

ツーバイフォー施設系耐⽕建築の実績

■中層・⼤規模耐⽕建築の実績（２００４年〜２０１５年）
（準耐⽕構造、防⽕構造は統計がないため以下の集計には含めていない。）

１.  中層建築の実績
３階建て ： 2,291棟
４階建て ： 63棟
５階建 ： 5棟（1階RC 2階以上がツーバイフォー）

２．⼤規模建築の実績（延べ⾯積）
300㎡超〜 500㎡以下 ： 180棟
500㎡超〜 1,500㎡以下 ： 122棟
1,500㎡以上 ： 74棟

３．⽤途別実績（⼾建て住宅除く）
福祉施設：127棟 商業施設：38棟
医療施設：12棟 教育施設：11棟 共同住宅：850棟

2004年、2x4耐⽕建築の運⽤開始以降施設系建築が増加してきた。
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特別養護⽼⼈ホーム（⼤分県）

2006年に我が国で初となる枠組壁⼯法耐⽕建築による特別養護⽼⼈ホームが竣⼯、
施設系建築拡⼤への契機となる

福祉法⼈からの⾼い評価

１ ⽊造の良さ
・家にいるようにほっとできる
・⽊の床は柔らかい
・転倒時のケガ軽減
・職員がいきいき働ける

２ 短⼯期・コスト
・建設、ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄの低減
・年度末に向け⼯期遵守

３エコロジー
環境負荷少（Co2削減）

（2006年7⽉完成）
2階建て（地階RC 1~2階は2x4）
延⾯積 4,469㎡

施設系建築拡⼤への契機
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特別養護⽼⼈ホーム（東京都）
2014年度⽊造建築技術先導事業
（2016年6⽉）
5階建て（1階RC ２~5階は2x4）
延⾯積 9,789㎡

特別養護⽼⼈ホーム（神奈川県） 特別養護⽼⼈ホーム（千葉県）

施設系建築の事例(1)
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スーパーマーケット（北海道）
2012年度⽊造建築技術先導事業

コンビニエンスストアー（北海道）

アウトレットモール（千葉県） 事務所（京都府）

施設系建築の事例(2)
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コンサートホール（千葉県）

幼稚園（千葉県）

図書館（東京都）
店舗併⽤共同住宅（東京都）

2013年度⽊造建築技術先導事業

リゾートホテル（千葉県）

施設系建築の事例(3)
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■ツーバイフォー⼯法による施設系建築が採⽤されたポイント

１. 快適性、安全・安⼼、コスト低減に⾼評価
２．技術基準の性能規定化が他⼯法に先駆けてなされた
３．耐⽕構造の⼤⾂認定を他⼯法に先駆けて取得した
４．⽣産法が合理的かつ⼯期が短い
５．温室効果ガスの削減に寄与する
６．国産ツーバイフォー製材の利⽤が可能となった
７．公共建築物等の⽊造化が促進されている
８．北⽶や欧州でも建設されているグローバルな⼯法である

施設系建築採⽤のポイント

14

←防⽕地域に建つ⼾建て住宅
（法61条：防⽕地域で100㎡を

超える建築物は耐⽕建築物とする）

↓特別養護⽼⼈ホーム
（厚労省：2階以上に⼊居室

を設ける場合は耐⽕建築物）

↓2階建て幼稚園
（学校教育法：2階以上に遊

戯室などを設ける場合は耐
⽕建築物）（東京都）

（神奈川県） （埼⽟県）

（建築基準法）4階建て以上及び3,000㎡以上の建築物は耐⽕建築

耐⽕建築物による⽤途拡⼤
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2004年より我が国で初めて耐⽕建築の運⽤を開始。

２×４協会が取得した耐⽕構造⼤⾂認定仕様の使⽤許諾件数は、2015年は285件、累計で
2,866件となっている。近年では施設系建築が増加し⼤型化してきている。

※2017年1⽉末現在累計3,113件

耐⽕建築物の実績

壁パネル施⼯例

床パネル施⼯例 屋根トラス施⼯例

トラス地組み施⼯例

⼤規模建築の事例⼾建住宅の事例

16

狭⼩敷地の事例

建て起こし施⼯例

合理的な⽣産法
パネル施⼯やトラス構造により短⼯期、現場施⼯の省⼒化を実現。
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飼料倉庫（宮城県） 豚舎（在来⽊造での利⽤）（熊本県）

床トラスの事例（茨城県） ネイルプレート 分割して搬⼊、現場で接合

ネイルプレートで接合された⽊質トラスで⼤スパンの屋根を実現

22.75m

トラス構造

3.⽊造施設系建築に対する⾏政の施策



19

■「公共建築物等における⽊材の利⽤の促進に関する法律」
2010年5⽉公布、同年10⽉施⾏
基本⽅針において、「国は⾃ら率先してその整備する公共建築物における

⽊材の利⽤に努めなければならない」「国は、（中略）低層の公共建築物に
ついて、原則としてすべて⽊造化を図るものとする」と明記されている。

■この基本⽅針に即して全都道府県で都道府県⽊材利⽤⽅針、都道府県
⽅針に即して全市町村の多くで市町村⽊材利⽤⽅針が策定されている。

■施設整備への助成事業
林野庁：【森林・林業再⽣基盤づくり交付⾦】

【森林整備加速化・林業再⽣交付⾦】
国⼟交通省：【サステナブル建築物等先導事業（⽊造先導型）】

【地域型住宅グリーン化事業（優良建築物型）】
宮崎県：【⽊のあるおもてなし空間整備事業】

⽊材⾃給率50％を⽬標

公共建築物の⽊造化
農林⽔産省・国⼟交通省
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千葉県産のスギをたて枠材として使⽤した幼稚園（千葉県）
※上下枠、トラス材はSPFを使⽤

北⽶由来の⼯法のため、これまでは北⽶産の構
造⽤製材が利⽤されてきたが、我が国の国⼟保全、
林業資源の活⽤などにより、枠組壁⼯法での地域
材利⽤が求められている。

2015年6⽉ JAS規格改正（JAS600号）
＆基準強度改正（平12建告第1452号）

外材の樹種群から国産材が独⽴した樹種群とな
り、あわせて基準強度が新たに制定され、国産製
材利⽤の環境が整備された。

引張 曲げ せん断

12.2 19.5 1.8

樹種群 圧縮

W Cedar

JS-Ⅱ

10.2 10.2 16.8 1.8

15.7

1.811.4 21.6SPF 17.4

スギ
改正前
改正後

甲種２級 Ｎ／㎟

枠組壁⼯法構造⽤製材JASの改正
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森林・林業基本計画※（2016年5⽉閣議決定）
第3 森林及び林業に関し、総合的かつ計画的に講ずべき施策

乾燥及び強度性能の明確化等により、 住宅供給者やプレ
カット⼯場等の実需者・消費者の求める品質・性能の確かな製
品を供給できるような取組を推進する。具体的には、ラミナ・
集成材、枠組壁⼯法（ツーバイフォー⼯法）⽤部材、乾燥材等
の⽣産体制の強化に取り組む

※森林・林業基本計画とは森林・林業基本法（昭和39年法律第161号）第
11条第７項の規定に基づく森林・林業基本計画の変更に伴い、同条第８項
において準⽤する同条第６項の規定に基づき、国会に報告するものである。

森林・林業基本計画
林野庁
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農林⽔産省では、農林⽔産・⾷品分野のオープンイノベーションを進める
ための「場」と「機会」の提供を進めており、産学官による新たな研究開発
に対して補助を⾏う事業を2016年度から5か年で開始することとしている。

⇒ 「知」の集積と活⽤の場

林業分野からは以下の研究開発コンソーシアムが進められようとしている

⇒ 「複合部材を活⽤した中層・⼤規模ツーバイ
フォー建築の拡⼤による林業の成⻑産業化」

ツーバイフォー材の国産材利⽤を促進させることで中層⼤規模
ツーバイフォー建築物の拡⼤と林業の成⻑産業化を⽬指す。
その中で抱えている各種課題に対して研究開発を⾏う。

※（⼀社）⽇本ツーバイフォー建築協会を含め14の法⼈が参加している。

「知」の集積と活⽤の場
農林⽔産省
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建築物の
⽊造・⽊質化

2016年度採択
5階建共同住宅（宮城県）
床にCLTを使⽤

※国⼟交通省HPより

サステナブル建築物等先導事業
国⼟交通省

24⿅児島県⽊材協同組合連合会

国⼟交通省

※国⼟交通省HPより

地域型住宅グリーン化事業



4.⽇本ツーバイフォー建築協会の取り組み

■書籍の編集・発⾏

⼤規模⽊造施設の
計画・設計の⼿引

26

庁舎（２階建）建築設計図の公開

26

■技術開発
・中⾼層⼤規模ツーバイフォー建築実現のための様々な技術開発を実施
・耐⽕構造⼤⾂認定の取得

■講習会等の開催
・普及、啓発のためのセミナーの開催
・構造計画や構造計算の実務者向け講習会の開催

■資料の整備・公開（HP)

構造計算指針

仕様書・積算基準の整備

設計の⼿引 耐⽕建築物
設計・施⼯の⼿引

当協会の施設系建築への取組
２ｘ４協会は施設系建築の普及に向け様々な取り組みを⾏っています。

http://www.2x4assoc.or.jp/
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■建築概要
建設地：茨城県つくば市

建築研究所敷地内
⼯法：枠組壁⼯法

建築⾯積：39.85 ㎡
延⾯積：206.09㎡

階数：6階
⾼さ：17.309m
着⼯：2015年10⽉
竣⼯：2016年3⽉

建築研究所との共同研究として6
階建ての検討を2011年度より開始。

2014年度⽊造建築技術先導事業
（国⼟交通省）を受け実験棟を建設。

完成写真

6階建実験棟の建設

28

1・2階の検証
・荷重増に対応する⾼強度耐⼒壁
・2時間耐⽕構造

⾼層階の検証
・耐⾵圧、⽔密性に対応する部材
・耐久性、維持管理

継続的検証
・沈み込みの測定
・強震観測
・遮⾳測定

施⼯検証
・⽣産の合理化
・施⼯精度の確保

実験・検証期間は10年を予定
沈み込み計測

地震観測

漏水検知センサー

6階木製ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

実験の概要
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両⾯合板張⾼強度耐⼒壁

１、２階には⾼強度な耐⼒壁が要求される

⾯材の両側に平使いに配置する縦枠で⾯材をサンドイッチ状
に挟み込む。そのため、釘は⼆⾯せん断を受けることになり、
⼀⾯せん断より約80％⾼いせん断強さを有し、優れた⽔平せ
ん断耐⼒を発現する。内部耐⼒壁に使⽤。

ミッドプライウォール

たて枠2-206、12㎜構造⽤合板
両⾯張り、CN65（外部）CN50
（内部）＠50㎜釘打ち⾼強度耐
⼒壁仕様を外周壁に使⽤。

⾼強度耐⼒壁の開発

30

中層⼤規模建築に使⽤する代表的な床組材5種類を使⽤し、施⼯検証等を実施。
階数 床枠組材（床版） 特⻑

６ 平⾏弦床トラス
下弦材と上弦材を平⾏に配置し、⾦属製の
プレートで接合したトラス。空調ダクトな
どの太い配管等の施⼯が容易。

５ I形ジョイスト
フランジLVL、ウェブOSBで断⾯設計され
た床根太。軽量では以下の孔開け可能、施
⼯性に優れる。

４ LVL
繊維⽅向を揃えた単板を接着し、強度を⾼
めた梁部材。６Ｍ以上の⻑い部材が可能。

３ ストレストスキンパネル
フランジ、ウェブをLVLとし接着ビス接合
した幅広の床パネル。軽量かつ⻑スパンに
対応可。空洞に断熱材⼊込み可。

２ CLT
ひき板をならべた層を、板の⽅向が層ごと
に直交するように重ねて接着した⼤判のパ
ネル。

床構造の検証
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■⼤⾂認定の取得状況（2003年〜2016年）
・２時間耐⽕構造（5仕様）

外壁 ：１仕様
間仕切壁：２仕様（ミッドプライウォールを含む）
界壁 ：１仕様
床 ：１仕様

・１時間耐⽕構造（24仕様）
外壁 ： 16仕様
間仕切壁： 3仕様
界壁 ： 1仕様
床 ： 4仕様

・３０分耐⽕構造（6仕様）
屋根 ： 4仕様
階段 ： 2仕様

耐⽕構造⼤⾂認定の取得

5階建以上の建設が可能に
2017年度内に実⽤化予定

施設系建築の普及に向け、35件の耐⽕構造⼤⾂認定を取得している。

5.全国に拡がるＪＡＳ認定⼯場



・オムニス林産協同組合製材工場

・サトウ 製材工業

・関木材工業 国産ツーバイフォー工場

・ハルキ 製材工場

・三津橋農産 二の橋工場

・北見第一木材 製材工場

◎けせんプレカット事業協同組合

住田工場（縦つぎ材含）

◎協和木材 塙工場（縦つぎ材含）

・トーセン 大田原工場

・材惣木材名古屋工場（縦つぎ材）

◎トリスミ集成材 五条工場

・西垣林業 製材工場

・天理集成材（縦つぎ材）

◎岡山高次木材加工協同組合 工場

・松島木材センター製材工場

・もくみ 製材工場

・沓澤製材所 製材工場

◎印は、⽇本ツーバイフォー建築協会正会員

◎さつまファインウッド

（縦つぎ材含）

国内⽣産材の枠組壁⼯法構造⽤製材・たて継ぎ材
JAS認定⼯場⼀覧 全国２1⼯場、内18が製材⼯場

・オーダー・ウッド

・清水木材（縦つぎ材）

・諏訪木材工業

東日本エリア

北海道エリア

九州エリア
中日本エリア
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国内⽣産材ＪＡＳ認定⼯場⼀覧

ツーバイフォー製材は
常時在庫品です。

保育園（⿅児島県）
県産材⽐率 約27％
県産材使⽤部位
・壁たて枠（スギ）
2016年11⽉着⼯、
2017年3⽉竣⼯予定
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国産材の利⽤事例(1)

上棟時⾒学会 外観 完成模型（⼀部変更有）

上棟
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介護⽼⼈保健施設（茨城県） 国産材⽐率１００％
2015年９⽉着⼯ ・製材（スギ）・合板（カラマツ）
2016年３⽉竣⼯ ・集成材（スギ）・トラス（スギ）

国産材の利⽤事例(2)

【森林整備加速化・林業再⽣交付⾦】
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⼯場（栃⽊県）
国産材⽐率１００％
・製材（スギ）・⼟台（ヒノキ）
・合板（カラマツ）
・LVL（カラマツ）
・トラス（スギ）
2015年9⽉着⼯、12⽉竣⼯

国産材の利⽤事例(3)

【森林整備加速化・林業再⽣交付⾦】
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37⿅児島県⽊材協同組合連合会

6階建て実験棟における施⼯検証

床版としてCLTを利⽤したツーバイフォー建築

床版にスギCLT、壁にスギ製材を利⽤し、地域材の採⽤率を⾼めることができます。

CLTを利⽤する

3階建共同住宅（2017年着⼯予定、⼤分県）
2016年度 林野庁 CLTを活⽤した建築物等実証事業

(株)吉⾼綜合設計提供

38

ツーバイフォー⼯法は、各地域の建設業者、コ
ンポーネント会社及び製材業者等で構成されるサ
プライチェーンが形成されており、地域材の利⽤
とあわせ地域経済の発展に貢献できる⼯法です。

皆様のご理解とご協⼒をお願い申し上げます。

発表に際し、写真等のデータを提供いただいた皆様に感謝申し上げます。
複製は禁⽌させていただいておりますので、ご了承ください。

おわりに


